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の

や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
美
術
と
の
関
連
か
ら
度
々
論
じ
ら
れ
て
き

が
描
き
出
さ
れ
た
。

の
姿
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

像
を
確
認
で
き
、
共
和
国
が
滅
亡
す
る
十
八
世
紀
ま
で
、
主
に
共
和
国
政
府
の

よ
っ
て
描
か
れ
続
け
た
。
共
和
国
が
失
わ
れ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が

市
と
化
し
た
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
に
は
、
イ
タ
リ
ア
も
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
芸
術
家
に
よ
っ
て
、
共
和
国
時
代
と
は
ま
た
異
な
る

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
共
和
国
時
代
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
は
、 都

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
と
し
、
共
和
国
時
代
か
ら
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン

で

ツ
ィ

は
、
十
四
世
紀
半
ば
を
制
作
年
代
と
す
る
現
存
作
例
か
ら
最
古
の
図

共
和
国
の
擬
人
像
と
共
和
国
終
焉
後
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の

国
時
代
に
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

が
生
み
出
さ
れ
た
。
共
和
国
時
代
の
「
ヴ
ェ
ネ

ネ
ツ
ィ
ア
を
表
象
す
る
擬
人
像
（
以
下
、
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

の
―
つ
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
は
、

ヴ
ェ
ロ
ネ
ー
ゼ

と
す
る
）
も
そ

っ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
と
い
う
都
市
国
家
が
存
在
し
、
そ
の
共
和

一
方
で
、
共
和
国
終
焉
後
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

エ
ネ
ツ
ィ
ア
」
も
、

に

凋
落
す
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
向
け
ら
れ
る
感
傷
や
イ
タ
リ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

時
代
の
図
像
か
ら
継
承
さ
れ
た
要
素
を
含
む
こ
と
か
ら
、
そ
の

末
期
に
据
え
ら
れ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

の
歴
史
の
中
で
見
ら
れ
る

な
作
例
か
ら
そ
の
図
像
の
歴
史
を
概
観
す
る
。

図
像
の
変
化
に
注
目
し
て
そ
の
要
因
を
考
察
し
つ
つ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
い
う

国
家
も
し
く
は
都
市
が
い
か
に
捉
え
ら
れ
、
表
象
さ
れ
て
き
た
の
か
、

1
0
0
0年
以
上
に
も
わ
た
っ
て
独

い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
共
和
国
終
焉
後
の

ネ
ツ
ィ

の
図
像
の
系
譜
に
位
置
付
け
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と

西
洋
で
は
、
国
や
都
市
を
擬
人
像
と
し
て
表
す
慣
習
が
長
ら
く
あ
っ
た
。
ヴ
ェ

ム
を
反
映
し
た
ロ
マ
ン
主
義
絵
画
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
は
あ
っ

じ

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
擬
人
像
に
つ
い
て

共
和
国
時
代
か
ら
そ
の
終
焉
ま
で

リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト

畑

の 工

が
描
か
れ
た
作
例
は
、
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最
古
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
、

ア
」
は
正
義
の
擬
人
像
の
姿
を
借
り
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
三
五

0
年
代
に
制

本
章
で
は
最
古
の
作
例
が
確
認
さ
れ
る
十
四
世
紀
半
ば
か
ら
十
六
世
紀
半
ば

ま
で
の
初
期
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
の
図
像
を
辿
る
。
当
初
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

作
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
カ
レ
ン
ダ
ー
リ
オ
の
作
例
（
図
l

)

で
あ
る
。
こ
れ

は
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
の
西
フ
ァ
サ
ー
ド
の
ト
ン
ド
に
見
ら
れ
る
彫
刻

で
あ
る
。
背
後
の
ノ
V
E
N
E
C
I
A
"
の
文
字
や
、
女
性
の
両
側
に
控
え
る
ラ
イ

オ
ン
の
存
在
に
よ
っ
て
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
で
あ
る
と
わ
か
る
。
聖
マ
ル
コ
を

(

3

)

 

象
徴
す
る
ラ
イ
オ
ン
は
、
擬
人
像
成
立
以
前
か
ら
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
八
二
七
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
商
人
が
ア
レ
ク
サ

ン
ド
リ
ア
に
あ
っ
た
聖
マ
ル
コ
の
遺
骨
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
持
ち
帰
っ
て
以

来
、
聖
マ
ル
コ
が
守
護
聖
人
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
女
性
像
を
見
て
み
る
と
、

王
冠
を
戴
く
彼
女
は
右
手
に
大
き
な
剣
を
、
左
手
に
碑
文
の
入
っ
た
巻
物
を
持

ち
、
悪
徳
の
う
ち
の
憤
怒
と
傲
慢
の
擬
人
像
を
踏
み
つ
け
て
座
し
て
い
る
。
巻

物

に

は

ヶ
F
O
R
T
I
S
/
 IU
S
T
A
 /
 T
R
O
N
O
 I 
F
U
R
I
A
S
 /
 M
A
R
E
 /
 S
U
B
 

P
E
D
E
 I 
P
O
N
O
 (
強
く
、
正
し
く
、
私
は
海
の
猛
獣
を
私
の
足
の
下
に
置
く

こ
と
に
し
た
）
ク
と
い
う
碑
文
が
書
か
れ
る
。
十
三
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に
か

け
て
共
和
国
は
海
上
交
易
や
海
上
領
土
の
獲
得
に
よ
っ
て
勢
力
を
強
め
て
い

き
、
「
ア
ド
リ
ア
海
の
女
王
」
と
ま
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
に

そ
の
意
味
合
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
剣
は
正
義
の
擬
人
像
の

共
和
国
時
代
の
擬
人
像
|
|
'
「
正
義
」
と
し
て
の
「
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
」

ド
ー
ジ
ェ
、

と
み

ア
ン
ド
レ
ア
・
ダ
ン
ド
ロ
（
在
位
一
三
四
三
ー
五
四
年
）
は
、
自

正
義
と
同
一
視
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

ロ
ー
ザ
ン
ド
は
人
文
主
義
者
フ
ラ
ン

正
義
そ
の
も
の
を
自
己
の
擬
人
像
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。
共
和
国
が
自
ら
を

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
は

持
物
で
あ
る
と
と
も
に
力
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
持
物
を
手
に
す

る
こ
と
か
ら
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
わ

(

5

)

 

か
る
。正
義
は
賢
明
、
剛
毅
、
節
制
と
と
も
に
枢
要
徳
の
―
つ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は

プ
ラ
ト
ン
の

市
民
に
求
め
ら
れ
る
美
徳
と
し
て
唱
え
ら
れ
、
中
世
以
降
擬
人
像
の
姿
を
と
っ

て
聖
堂
や
宮
殿
、
公
共
建
築
の
彫
刻
や
壁
画
に
表
さ
れ
た
。
同
時
期
に
パ
ラ
ッ

ツ
ォ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
の
よ
う
な
公
共
建
築
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
作
例
と
し
て
、

ア
ン
ブ
ロ
ー
ジ
ョ
・
ロ
レ
ン
ツ
ェ
ッ
テ
ィ
が
シ
エ
ナ
市
庁
舎
の
平
和
の
間
に
制

作
し
た
《
善
政
の
寓
意
》
（
図
2

)

に
お
け
る
擬
人
像
（
図
3

)

が
あ
る
。
こ

こ
で
は
シ
エ
ナ
の
擬
人
像
は
正
義
や
そ
の
他
の
美
徳
に
囲
ま
れ
た
独
立
と
し
た

存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
し
か
し
、

チ
ェ
ス
コ
・
ペ
ト
ラ
ル
カ
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
を
「
今
日
に
お
け
る
自
由
、

平
和
、
正
義
の
唯
一
の
故
郷
」
と
例
え
た
こ
と
に
影
響
を
受
け
た
た
め
と
す
る
。

ま
た
、

ペ
ト
ラ
ル
カ
と
同
じ
人
文
主
義
サ
ー
ク
ル
で
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う

身
が
編
纂
し
た
『
詳
細
に
記
述
さ
れ
た
年
代
記
』
（
十
四
世
紀
）
に
お
い
て
、

共
和
国
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
正
義
を
最
も
重
要
な
も
の
と
し
て
主
張
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
十
四
世
紀
頃
に
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
11

な
す
思
潮
及
び
図
像
が
確
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
確
認
さ
れ
る
作
例
は
、

ヤ
コ
ベ
ッ
ロ
・
デ
ル
・
フ
ィ
オ
ー
レ
に
よ
る

『
共
和
国
』
（
四
は
四
二
七
以
下
）
に
お
い
て
理
想
都
市
国
家
の

-74-



が
、
そ
の
頂
点
に
は

の
彫
刻
（
図
5

)

が
据
え
ら
れ
て
い

ツ
ォ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
の
ポ
ル
タ
・
デ
ッ
ラ
・
カ
ル
タ

が
当
初
よ
り

る
こ
と
が
窺
え
る
。

11

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
11

る
い
と
座
す
女
性
像
も
、
「
知
恵
の
座
」
た
る
獅
子
の

つ
く
「
ニ
コ
ポ
イ

フ
ィ
オ
ー
レ
の
作
例
と
ほ
ぽ
同
時
期
に
、
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
ボ
ン
が
パ
ラ
ッ

ェ
ネ
ツ
ィ

の
聖
母
を
思
わ
せ
、
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

(

1

1

)

 

と
い
う
図
式
を
含
有
し
て
い

を
制
作
し
た

る
。
こ
で
も
フ
ィ
オ
ー
レ
の
作
品
と
同
じ
く
、
冠
を
被
っ
た
女
性
が
剣
と
秤
を

に
つ
く
聖
母
、
玉
座
あ

素
を
含
み
つ
つ
、

）
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
初
期
の

マ
ル
コ
ェ
ネ
ツ
ィ

従
え
た
正
義
の
擬
人
像
と
し
て
表
象
さ
れ
て
き
た
。
そ
し

こ
の
図
像
は
十
四
世
紀
半
ば
か
ら
十
六
世
紀
半
ば
ま
で

た
っ
て
継
承
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ラ
イ
オ
ン
を

よ、
9

/

;

 

し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

の
で
あ
る
。
前
述
の
カ
レ
ン
ダ
ー
リ
オ
の
彫
刻
に
お
け
る
王
冠
を
戴
い
て
堂
々

、
不
ツ
ィ

は
正
義
の
み
な
ら
ず
、
聖
母
と
し
て
の
要
素
も
兼
ね
備
え
て
い
る

獲
得
す
る
が
、
彼
女
の
足
下
に
い
る
二
人
の
男
性
は
テ
ッ
ラ
・
フ
ェ
ル
マ
の
川

(

1

2

)

 

の
神
々
と
さ
れ
る
。

の
聖
母
崇
敬
が
こ
の
作
品
に
も
反
映
さ
れ
、
「
ヴ
ェ

し、

の
国
家
）
」
と
呼
ば
れ

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
は
十
五
世
紀
以
降
イ
タ
リ

一月

楼
の
ロ
ジ
ェ
ッ
タ
の
レ
リ
ー
フ

（図
6

)

に
同
様

つ
で
あ
る
が
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
伝
説
上
の
建
国
日
で
あ
る
は
四

ポ
・
サ
ン
ソ
ヴ
ィ
ー
ノ
が
設
計
と
建
設
に
携
わ
っ
た
サ
ン
・
マ
ル
コ

ま
た
こ
の
作
品
か
ら
さ
ら
に
約
一

0
0年
後
の
一
五

ヤ
コ

の
図
像
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

た
こ
の
作
品
に
お
い
て
も
、

年
制
作
の
《
正
義
、
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
と
大
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
》
（
図

で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
現
在
ア
カ
デ
ミ
ア
美
術
館
所
蔵
だ
が
、
元
来
は
パ

ラ
ッ
ツ
ォ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
の
民
事
紛
争
を
調
停
す
る
部
署
の
部
屋
の
た
め
に
描

(

9

)

 

か
れ
た
。
こ
の
作
品
の
中
央
パ
ネ
ル
の
女
性
も
王
冠
を
戴
き
、
ラ
イ
オ
ン
を
従

え
て
座
し
て
い
る
。
そ
し
て
剣
と
秤
と
い
う
正
義
の
擬
人
像
の
持
物
を
手
に
す

る
。
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
中
央
の
女
性
に
歩
み
寄
る
よ
う
な
し
ぐ
さ
を
見
せ
る
こ
と

か
ら
、
中
央
パ
ネ
ル
と
右
パ
ネ
ル
で
受
胎
告
知
を
表
し
、
女
性
が
聖
母
で
あ
る

と
い
う
解
釈
が
可
能
に
な
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
聖
母
を
崇
敬
す
る
都
市
の
一

十
五
日
の
日
付
が
受
胎
告
知
の
日
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
は
自
己
の
イ
メ
ー
ジ
を
聖
母
と
同
一
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う

ス
テ
ィ
テ
ィ
ア
）
ク

の
擬
人
像
と
同
一
視
さ
れ
る
ロ
ー
マ

ッ
ラ
・
フ
ェ
ル
マ

ユ
ー
ス
テ
ィ
テ
ィ
ア

の
姿
を
と
る

ェ
ネ
ツ
ィ

る。

ネ
ル
に
描
か
れ
る
の
は
百
合
の
花
を
持
つ
大
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
で
あ

と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
カ
レ
ン
ダ
ー
リ
オ
の
作
例
か
ら
約

の
の
、
ラ
イ
オ
ン
を
伴
う
こ
と
か
ら
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

神
の
こ
と
で
、
同
義
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
こ
こ
で
は
こ

J

ust
i
t
ia
)

と

の
碑
文
が
あ
る
。

一
四

持
ち
、
ラ
イ
オ
ン
と
と
も
に
座
し
て
い
る
。

下
に
は

こ
ユ
ー

75-



共
和
国
時
代
の
擬
人
像
|
|
晨
新
た
な
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」

の
図
像
を
辿
る
。

こ
の
時
期
に
、
長
き
に
わ
た
り
描
か
れ
続
け
て
き
た
図
像
に
注
目
す
べ
き
変
化

前
述
の
サ
ン
ソ
ヴ
ィ
ー
ノ
の
作
例
か
ら
間
も
な
い
一
五
五

0
年
か
ら
五
六
年

(

1

3

)

 

に
か
け
て
、
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
の
十
人
会
議
の
間
の
装
飾
事
業
が
行

わ
れ
た
が
、
そ
の
天
井
画
に
も
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
が
登
場
す
る
。
ま
ず
一
っ

で
あ
る
。

ユ
ノ
を
見
上
げ
る
女
性
の

ロ
・
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー
ゼ
の
作
品
（
図
7
A
)

足
元
に
ラ
イ
オ
ン
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
彼
女
が
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
で
あ
る

と
判
別
で
き
る
。
し
か
し
、
彼
女
が
左
手
に
持
つ
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
」
が
持
っ
て
い
た
剣
で
は
な
く
笏
で
あ
る
。
次
に
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・

バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
ゼ
ロ
ッ
テ
ィ
に
よ
る
作
品
（
図
8
A
)
で
も
、
ラ
イ
オ
ン
を

従
え
た
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
と
考
え
ら
れ
る
女
性
は
笏
を
持
つ
。
そ
の
彼
女
は

大
地
の
上
に
立
ち
、
地
球
と
思
わ
し
き
球
体
の
上
に
座
る
。
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー
ゼ
の

作
品
で
も
擬
人
像
の
背
後
に
球
体
ら
し
き
も
の
が
見
え
る
が
、
ゼ
ロ
ッ
テ
ィ
の

も
の
で
は
よ
り
明
瞭
に
そ
の
存
在
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
彼
は
別
の
天
井

画
に
も
ラ
イ
オ
ン
を
伴
う
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
と
捉
え
ら
れ
る
女
性
（
図
9

)

を
描
い
た
。
画
面
中
で
ほ
と
ん
ど
裸
体
姿
と
な
っ
た
擬
人
像
は
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の

姿
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
十
人
会
議
の
間
の
装
飾
に
お
け
る
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ラ
イ
オ
ン
を
変
わ
ら
ず
に
伴
う
一
方

で
、
従
来
の
持
物
で
あ
っ
た
剣
を
持
た
ず
、
多
様
な
姿
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と

よ、
,
1
 

ユ
ノ
か
ら
冠
や
金
貨
な
ど
を
授
か
る
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
を
描
い
た
パ
オ

ド
ロ
・
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
ア
に
よ
っ
て
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
に
黄
金
の
階

段
が
建
設
さ
れ
た
が
、
そ
の
ヴ
ォ
ー
ル
ト
に
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
フ
ラ
ン
コ
に
よ

る
フ
レ
ス
コ
画
（
図
1

0

)

が
あ
る
。
石
造
り
の
堅
牢
な
玉
座
に
座
し
た
冠
を
戴

V
女
性
が
描
か
れ
る
。
彼
女
の
隣
に
は
ラ
イ
オ
ン
が
控
え
る
こ
と
か
ら
「
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
」
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
彼
女
の
右
手
を
見
て
み
る
と
笏
を
握
っ
て
い

ロ
・
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー
ゼ
に
よ
る
作
例
（
図
1
1
A
)
な
ど
他
の
部
屋
に
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
作
品
を
見
る
と
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
と
画
面
左
下
の
正
義
の
擬
人
像
と
が

区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
笏
を
持
つ
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
が

見
ら
れ
る
の
は
、
歴
代
の
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
の
装
飾
事
業
の
中
で
も

特
に
大
規
模
な
、

再
装
飾
事
業
に
際
し
て
制
作
さ
れ
た
作
例
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
「
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
」
が
描
か
れ
る
の
は
、
パ
ル
マ
・
イ
ル
・
ジ
ョ
ー
ヴ
ァ
ネ
、
テ
ィ
ン

ト
レ
ッ
ト
工
房
、
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー
ゼ
に
よ
る
大
評
議
会
広
間
の
三
点
の
天
井
画
（
図

12 
． 
13 ． 
14 
ヽ

五
七
七
年
の
火
災
後
の
大
評
議
会
広
間
及
び
投
票
の
間
の

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
画
は
再
装
飾
事
業
の
際
に
カ
マ
ル
ド

リ
会
修
道
士
ジ
ロ
ー
ラ
モ
・
バ
ル
デ
ィ
を
中
心
と
す
る
委
員
会
が
作
成
し
た
プ

(

1

4

)

 

ロ
グ
ラ
ム
に
則
っ
て
お
り
、
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
を
含
む
べ
き
と
い
う
内
容
に

三
点
の
い
ず
れ
も
が
応
じ
て
い
る
。
共
和
国
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
ラ
イ
オ
ン

は
、
パ
ル
マ
と
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
の
作
品
に
お
い
て
は
擬
人
像
の
足
元
に
、
ヴ
ェ

ロ
ネ
ー
ゼ
の
作
品
に
は
画
面
下
部
の
金
色
の
彫
像
の
姿
で
登
場
す
る
。
パ
ル
マ

こ
の
よ
う
な
笏
を
持
つ
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
は
、

る
こ
と
が
わ
か
る
。

が
起
こ
る
。

J
こ
か
ら
は
十
六
世
紀
半
ば
以
降
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

同
時
代
の
別
の
作
例
も
見
て
み
よ
う
。

が
わ
か
る
。

コ
レ
ッ
ジ
ョ
の
間
の
パ
オ

五
六
六
年
、
建
築
家
ア
レ
ッ
サ
ン

76-



の

国

家

元

首

）

の

小

塑

の

帽

子

を

頭

に

乗

せ

て

い

る

。

十

七

世

紀

に

は

出

版

物

に

も

多

く

の

「

ヴ

ェ

ネ

ツ

ィ

ア

」

が

登

場

し

た

が

、

正

義

の

擬

人

像

の

形

を

と

っ

た

剣

を

持

つ

図

像

も

笏

を

持

つ

図

像

も

描

か

れ

て

お

り

、

ま

た

ラ

ッ

ザ

リ

ー

ニ

い

る

。

後

者

に

お

い

て

は

王

冠

で

は

な

く

ド

ー

ジ

ェ

（

ヴ

ェ

ネ

ツ

ィ

ア

共

和

国

は

テ

ッ

ラ

・

フ

ェ

ル

マ

（

陸

の

国

家

）

」

の

獲

得

と

拡

大

に

努

め

、

同

世

紀

ネ

ツ

ィ

ア

」

の

作

例

を

挙

げ

る

こ

と

が

で

き

る

が

、

い

ず

れ

も

笏

を

手

に

し

て

大

幅

に

絵

画

の

作

例

が

増

え

た

十

六

世

紀

の

初

め

、

ヴ

ェ

ネ

ツ

ィ

の

人

々

の

意

識

の

変

化

を

促

す

出

来

事

が

起

こ

っ

で

あ

る

。

共

和

国

は

海

上

交

易

に

よ

っ

て

「

ア

ド

リ

ア

海

の

女

王

」

と

呼

ば

れ

る

ほ

ど

大

い

に

発

展

し

た

。

そ

し

て

前

章

で

述

べ

た

よ

う

に

、

カ

ン

ブ

レ

た

十

七

世

紀

に

は

グ

レ

ゴ

リ

オ

・

ラ

ッ

ザ

リ

ー

ニ

の

作

例

（

図

2

2

)

の

「

ヴ

ェ

重

ね

ら

れ

る

場

合

が

あ

っ

た

と

い

え

る

。

に

は

ド

ー

ジ

ェ

の

イ

メ

ー

ジ

も

の

擬

人

像

と

の

区

別

を

つ

け

た

上

で

そ

れ

ぞ

れ

の

彫

刻

を

と

テ

ィ

ン

ト

レ

ッ

ト

の

作

品

で

は

冠

を

既

に

被

っ

た

「

ヴ

ェ

ネ

ツ

ィ

ア

」

が

（

図

15.16)、ヴ
ェ

ロ

ネ

ー

ゼ

の

も

の

で

は

彼

女

が

今

ま

さ

に

戴

冠

を

受

け

る

様

の

入

口

に

は

カ

ミ

ッ

ロ

・

バ

ッ

リ

ー

ニ

の

作

品

（

図

1

8

)

が

あ

る

が

、

こ

こ

で

は

階

段

状

の

建

物

の

上

に

ラ

イ

オ

ン

と

と

も

に

座

る

「

ヴ

ェ

ネ

ツ

ィ

ア

」

が

聖

ユ

ス

テ

ィ

ナ

か

ら

戴

冠

を

受

け

て

い

る

。

彼

女

は

ラ

イ

オ

ン

の

頭

に

乗

せ

た

そ

前

述

の

黄

金

の

階

段

を

建

設

し

た

ア

レ

ッ

サ

ン

ド

ロ

・

ヴ

ィ

ッ

ト

ー

リ

ア

は

、

一

五

七

九

年

、

パ

ラ

ッ

ツ

ォ

・

ド

ゥ

カ

ー

レ

の

フ

ァ

サ

ー

ド

に

彫

刻

を

追

加

し

の

フ

ァ

サ

ー

ド

に

設

置

さ

れ

た

の

は

、

ラ

イ

オ

ン

を

足

元

に

従

え

て

冠

を

戴

き

、

笏

を

持

っ

た

一

方

南

の

フ

ァ

サ

ー

ド

に

は

剣

と

秤

を

持

っ

た

正

義

の

擬

人

像

の

彫

刻

（

図

2

0

)

が

設

置

さ

れ

て

い

る

。

こ

こ

に

ラ

イ

オ

ン

は

登

場

し

な

い

こ

と

か

ら

、

ヴ

ェ

ロ

ネ

ー

ゼ

に

よ

る

コ

レ

ッ

ジ

ョ

の

間

の

作

例

（

図

1
1
A
)と同
様

に

、

ヴ

ィ

ッ

ト

ー

リ

ア

は

「

ヴ

ェ

ネ

ツ

ィ

ア

」

制

作

し

た

と

考

え

ら

れ

る

。

十

六

世

紀

に

は

ド

メ

ニ

コ

・

テ

ィ

ン

ト

レ

ッ

ト

に

よ

る

作

例

（

図

2

1

)

、

ま

を

被

っ

て

い

る

作

例

も

見

受

け

ら

れ

る

。

加

え

て

、

ヴ

ェ

ロ

ネ

ー

ゼ

や

ラ

ッ

ザ

リ

ー

ニ

、

テ

ィ

エ

ポ

ロ

な

ど

の

作

品

で

描

か

れ

る

ガ

ウ

ン

や

ア

ー

ミ

ン

の

マ

ン

ェ

ネ

ツ

ィ

ト

の

よ

う

な

豪

奢

な

衣

装

は

、

ド

ー

ジ

ェ

の

衣

装

に

倣

っ

て

い

る

と

推

測

で

き

る

。

こ

の

よ

う

な

点

か

ら

、

姿

で

表

さ

れ

た

。

ま

た

十

七

世

紀

以

降

は

王

冠

の

代

わ

り

に

ド

ー

ジ

ェ

と

と

も

に

、

王

冠

を

戴

く

金

髪

の

女

性

と

し

て

、

女

王

を

思

わ

せ

る

堂

々

た

る

ェ

ネ

ツ

ィ

ア

」

で

あ

る

（

図

1

9

)

。

に

増

加

す

る

。

そ

し

て

そ

れ

ら

の

多

く

は

、

マ

ル

コ

半

ば

以

降

、

本

稿

で

は

挙

げ

ら

れ

な

か

っ

た

も

の

も

含

め

絵

画

の

作

例

が

大

幅

ラ

イ

オ

ン

こ
ゞ
ヽ

tふ“

刻

の

作

例

が

多

く

、

装

飾

事

業

が

盛

ん

に

行

わ

れ

る

よ

う

に

な

っ

ラ

ッ

ツ

ォ

・

ド

ゥ

カ

ー

レ

の

建

設

事

業

に

伴

っ

て

制

作

さ

れ

た

と

思

わ

れ

る

彫

の

手

で

笏

を

持

っ

て

い

る

。

壊

前

の

一

七

四

0年
代

ま

で

の

約

四

0
0年間表
現

さ

れ

続

け

た

。

Jゞ

の

姿

を

追

っ

て

き

た

。

こ

れ

ら

は

、

二

五

0年
代

か

ら

共

和

国

崩

前

章

と

本

章

に

わ

た

っ

て

、

主

要

な

作

品

に

絞

り

共

和

国

時

代

の

ェ

ネ

エ

ポ

ロ

（

図

2

4

)

に

よ

り

、

笏

を

持

つ

「

ヴ

ェ

ネ

ツ

ィ

ア

」

が

描

き

出

さ

れ

た

。

子

が

描

か

れ

（

図

1

7

)

、

い

ず

れ

も

が

笏

を

手

に

し

て

い

る

。

ま

た

投

票

の

間

ツ

ィ

ジ

ロ

ー

ラ

モ

・

バ

ト

ー

ニ

ヴ

ェ

ネ

ツ

ィ

ア

共

和

国

の

崩

壊

が

近

づ

く

(

1

6

)

 

（

図

2

3

)

や

ジ

ョ

ヴ

ァ

ン

ニ

・

バ

ッ

テ

ィ

ス

タ

・

テ

ィ

七

四

0年
代

に

も

、

ポ

ン

ペ

オ

(

1

5

)

 

の

作

例

と

同

じ

く

ド

ー

ジ

ェ

の

帽

子

を

被

る

図

像

も

見

受

け

ら

れ

る

。

_77-



く
、
理
想
の
政
治
社
会
と
し
て
の
自
国
を
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
へ
誇
示
す
る

一
五
一
六
年
ま
で
に
は
失
わ
れ
た
領
土
の
ほ
ぼ
全
て

に
政
治
経
済
の
絶
頂
に
達
し
た
。
国
内
に
お
い
て
は
、
貴
族
、
市
民
、
平
民
と

(

1

9

)

 

い
う
明
確
な
階
層
区
分
が
存
在
し
、
政
治
を
行
う
の
は
人
口
の
わ
ず
か
五
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
る
貴
族
階
級
に
限
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
階
級
闘
争
や
内
紛
が

起
き
る
こ
と
な
く
平
和
な
状
態
が
維
持
さ
れ
た
。
こ
れ
が
「
ラ
・
セ
レ
ニ
ッ
シ

（
い
と
も
晴
朗
な
国
）
」
の
別
名
を
持
つ
所
以
で
あ
る
。

同
世
紀
末
、
イ
タ
リ
ア
戦
争
に
よ
っ
て
イ
タ
リ
ア
全
体
が
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
の
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
は

こ
の
機
に
北
イ
タ
リ
ア
ヘ
と
領
土
を
拡
張
し
、
国
際
政
治
に
お
け
る
存
在
感
を

高
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
共
和
国
に
危
機
感
を
抱
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
が
一
五

0
八
年
に
カ
ン
ブ
レ
ー
同
盟
を
結
成
し
戦
争
が
勃
発
。
翌
年
の
ア

ニ
ャ
デ
ッ
ロ
の
戦
い
で
大
敗
を
喫
し
た
共
和
国
は
建
国
以
来
最
大
の
危
機
を
迎

え
る
。
し
か
し
、
目
ま
ぐ
る
し
く
移
り
変
わ
る
国
際
情
勢
の
中
で
共
和
国
は
巧

み
な
外
交
戦
略
を
駆
使
し
、
あ
わ
や
国
家
消
滅
か
と
思
わ
れ
た
こ
の
危
機
を
か

ろ
う
じ
て
乗
り
越
え
る
。

を
取
り
戻
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
出
来
事
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

人
が
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
抱
い
て
き
た
、
自
ら
を
無
敵
で
あ
る
と
す
る
確
信
を

瓦
解
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
共
和
国
の
支
配
層
は
国
家
の
威
信
の

回
復
を
目
指
す
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
積
極
的
な
対
外
政
策
で
は
な

こ
と
に
力
を
注
い
だ
。
こ
れ
を
受
け
、
共
和
国
の
素
晴
ら
し
い
資
質
や
優
れ
た

(

2

0

)

 

政
治
制
度
を
讃
え
る
書
物
が
同
時
期
に
数
多
く
出
版
さ
れ
た
。
中
で
も
代
表
的

な
ガ
ス
パ
ロ
・
コ
ン
タ
リ
ー
ニ
に
よ
る
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
行
政
官
と
共
和
国
』

（
一
五
四
三
年
）
は
翻
訳
を
通
じ
て
各
国
に
広
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
運
動
を
通
じ
、

マ

あ
る
。

を
持
つ
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
は

像
の
着
想
源
と
変
化
の
要
因
を
考
え
て
み
る
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
思
想
に
お
け
る
政
体
の
規
範
と

し
て
他
国
か
ら
の
評
価
を
高
め
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
そ
れ
を
誇
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
評
価
が
今
日
に
お
い
て
も
語
ら
れ
る
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
神
話
」
に
繋
が
っ

こ
う
し
た
十
六
世
紀
に
、
特
に
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
と
い
う
公
共
の

場
に
お
い
て
盛
ん
に
描
か
れ
た
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
理
想
の

政
治
社
会
を
提
示
す
る
記
述
と
同
様
、
共
和
国
を
讃
え
る
文
脈
の
下
で
形
成
さ

れ
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
図
像
を
辿
る
と
、
同
世
紀
半
ば
に
か
つ
て

の
伝
統
的
な
持
物
で
あ
っ
た
剣
で
は
な
く
笏
を
持
つ
姿
と
し
て
描
く
例
が
生
み

出
さ
れ
、
以
後
定
着
し
た
と
わ
か
る
。
最
古
の
作
例
よ
り
約
二

0
0年
続
い
た

持
物
が
十
六
世
紀
半
ば
を
境
に
変
化
し
た
こ
と
は
、
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
の
図

像
の
歴
史
を
辿
る
上
で
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
か
ら
、
こ
の
図

本
章
の
冒
頭
で
示
し
た
よ
う
に
、
筆
者
が
確
認
し
た
限
り
で
は
あ
る
が
、
笏

五
五

0
年
か
ら
五
六
年
に
か
け
て
制
作
さ
れ

た
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
の
十
人
会
議
の
間
の
天
井
装
飾
に
初
め
て
現
れ

た
。
こ
の
部
屋
の
装
飾
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
当
時
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
著
名
で
あ
っ

た
人
文
主
義
者
か
つ
聖
職
者
の
ダ
ニ
エ
レ
・
バ
ル
バ
ロ
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た

(

2

1

)

 

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
現
在
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
の
持
物
を
笏
と
す
る
こ
と
が
バ

ル
バ
ロ
の
指
示
に
よ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
画
家
の
創
意
に
よ
る
の
か
は
不
明
で

こ
う
し
た
中
で
、
笏
を
持
つ
擬
人
像
の
一
例
と
し
て
、
古
代
ロ
ー
マ
時
代
の

て
い
る
。
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で
は
、
な
ぜ
十
人
会
議
の
間
に
お
け
る

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
の
制
作
に
際
し

の
都
ロ
ー
マ
に
代
わ
っ

の

ロ
ー
マ

の
図
像
の
着
想
源

と
し
て
、
古
代
ロ
ー
マ
の
貨
幣
に
見
ら
れ
る
「
イ
タ
リ
ア
」
を
挙
げ
た
い
。

を

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
を
、

ロ
ー
マ
劫
掠
(
-
五

性
か
ら
、
笏
を
持
つ
十
人
会
議
の
間
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
平
希
氏
は
、
グ
リ
ッ
テ
ィ
の

が
ヽ

で
笏
を
持
っ
て
片
足
を
立
て
る
姿
が
同
様
で
あ
る
。
こ
う
し
た
類
似

幣
に
見
ら
れ
る
表
象
の
う
ち
の
「
イ
タ
リ

当

そ
し
て
新
た
な
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
の
創
出
に
あ
た
り
、

ロ
ー
マ

タ
リ
ア
」
と
、

セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
・
エ
リ
ッ
ツ
ォ
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
出
版
し
た
古
代
ロ
ー

（

訟

）

に
掲
載
さ
れ
た
（
図
2

5

)

。
こ
の

パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
の
コ
レ
ッ
ジ
ョ
の
間
に
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー
ゼ
が
描
い
た

《
正
義
と
平
和
に
囲
ま
れ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
（
図
且
B

)

に
お
け
る

ツ
ィ
ア
」
と
の
類
似
性
が
既
に
シ
ン
デ
ィ
ン
グ
11

ラ
ル
セ
ン
に
よ
っ
て
指
摘
さ

こ
の
類
似
性
を
、

の
間
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
に
も
見
出
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

の
存
在
を
知
っ
て
い
た
可

エ
リ
ッ
ツ
ォ
は
「
イ
タ
リ
ア
」
の
図
像
に
つ
い
て
、

の
図
は
イ
タ
リ
ア
で
、
世
界
の
上
に
前
に
足
を
伸
ば
し
て
座
っ
た
姿
で
、
幸
福

(

2

4

)

 

の
統
治
を
示
し
て
い
る
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
エ
リ
ッ
ツ
ォ
の

（図

8
B
)

に
お
い
て
そ
の
類
似
は
明
ら
か
で
あ
る
。
笏
を
左
手
に
持
ち
、
球
体
の
上
に
片

て
て
座
る
姿
が
両
者
に
共
通
す
る
。
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー
ゼ
の
作
例
（
図

7
B
)

の
場
合
は
、
球
体
は
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
の
体
に
隠
れ
て
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い

す
の
が
、
ド
ー
ジ
ェ
、

ア
ン
ド
レ
ア
・
グ
リ
ッ
テ
ィ
に
よ
る

(

2

5

)

 

を
目
指
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
刷
新
で
あ
る
。
理
想
の

れ
た
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
が
、
そ
こ
で
は
古
代
ロ
ー
マ

し
な
が
ら
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
共
和
政
が
検
討
さ
れ
、
そ
の

(

2

6

)

 

見
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ

た
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
の
整
備
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ

(

2

7

)

 

が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
景
観
に
導
入
さ
れ
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

ま
え
る
と
、
そ
の
際
に
古
代
ロ
ー
マ
の
貨
幣
が
参
照
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も

可
能
で
あ
ろ
う
。

時
の
国
際
情
勢
に
お
け
る
共
和
国
の
立
ち
位
置
と
そ
れ
に
対
す
る
彼
ら

を
比
較
し
て
み
る
と
、
特
に
ゼ
ロ
ッ
テ
ィ
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

著
作
に
お
け
る
「
イ
タ
リ
ア
」
と
十
人
会
議
の
間
に
お
け
る
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」

分
に
考
え
ら
れ
、
ま
た
古
代
ロ
ー
マ
ヘ
の
関
心
が
高
ま
っ

な
ロ
ー
マ

こ
の

の
下
で
、

の
新
た
な
創
出
が
試
み
ら
れ
た
こ

能
性
は
十
分
に
あ
る
。

の
、
当
時
の
知
識
人
が
こ
の
貨
幣
や
「
イ
タ
リ

表
的
す
る
の
が
共
和
国
の
建
築
総
監
督
ヤ
コ
ポ
・
サ
ン
ソ
ヴ
ィ
ー
ノ

ツ
ォ

の
出
版
年
は
十
人
会
議
の
間
の
装
飾
の
制
作
時
期
か
ら
下
る
も
の

エ
リ
ッ

れ
て
い

コ
レ
ッ
ジ
ョ
の
間
の
先
行
作
例
に
あ
た
る
十
人

国
を
発
信
す
る
こ
と
が
国
家
の
威
信
を
回
復
す
る
た
め
の
方
法
と
し

エ
ネ

て
の
自

ロ
ー
マ
」

マ
の

経
験
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

の
意
識
を
変
え
た
が
、
こ
の
こ

治
的
背
景
に
再
び
目
を
向
け
る
。

に
注
目
し
て
み
た
い
。
「
イ
タ
リ
ア
」
が
描
か
れ
た
貨
幣
は
、

一
五
五
九
年
に

そ
の
要
因
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
カ
ン
ブ
レ
ー
同
盟
戦
争
後

に
刻
印
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
の
擬
人
像
（
以
下
、
「
イ
タ
リ
ア
」
と
す
る
）

て
こ
の
図
像
が
新
た
に
参
照
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

の
の
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年
の
カ
ン
ポ
フ
ォ
ル
ミ
オ
条
約
に
よ
っ
て
支
配
権
が
移
さ
れ
た
の
ち
、

共
和
国
終
焉
後
の
擬
人
像

の
そ
の
間
際
ま
で
描
か
れ
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
「
イ
タ
リ
ア
」
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
五
賢
帝
の
う
ち
四
番
目
の
皇

ア
で
唯
一
自
由
と
平
和
を
守
る
こ
と
が
出
来
る
存
在
と
し
て
、
新
た
に
位
置
付

(

2

8

)

 

け
よ
う
と
す
る
戦
略
」
と
し
て
い
る
が
、
ま
さ
に
こ
の
戦
略
を
、
「
幸
福
な
ロ
ー

マ
帝
国
の
統
治
」
を
示
す
「
イ
タ
リ
ア
」
を
新
た
な
擬
人
像
に
重
ね
合
わ
せ
る

こ
と
で
表
明
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

帝
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス
・
ピ
ウ
ス
の
貨
幣
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
彼
の
治
世
は
ロ
ー

(

2

9

)

 

マ
史
上
最
も
平
和
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
さ
に
こ
の
平
和
な
国
家
と
し
て
の

イ
メ
ー
ジ
は
、
カ
ン
ブ
レ
ー
同
盟
戦
争
後
の
共
和
国
が
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
当
時
の
共
和
国
が
イ
タ
リ
ア
本
土
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
テ
ッ
ラ
・

フ
ェ
ル
マ
の
存
在
は
、
イ
タ
リ
ア
半
島
の
統
治
者
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
も
の

(

3

0

)

 

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
こ
の
「
イ
タ
リ
ア
」
の
表
現
と
意
味
合
い
は
、

(

3

1

)

 

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
像
は
、
ロ
ー
マ
の
像
が
世
界
の
上
に
座
す
よ
う
に
」
と
い
う
、

《
パ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ネ
タ
》
（
図
1

4

)

て
お
り
、
新
た
な
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
の
形
成
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
図
像
は
以
後
定
型
表
現
と
し
て
、
共
和
国
終
焉

一
七
九
七
年
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
侵
攻
に
よ
り
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
は
終
わ

り
を
迎
え
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
文
言
に
も
引
き
継
が
れ

フ
ラ
ン
ス
、
次
い
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
同

と
し
て
、
ま
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
国
滅
亡
（

五
三

0
年
）
後
は
、
イ
タ
リ

館
司
書
と
サ
ン
・
マ
ル
コ
財
務
官
で
あ
っ
た
。
崩
壊
後
の
一
七
九
九
年
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
支
配
下
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
か
つ
て
の
テ
ッ
ラ
・
フ
ェ
ル
マ
の
政
治

経
済
の
統
括
を
任
さ
れ
た
が
同
年
に
死
去
。
彼
の
功
績
を
讃
え
よ
う
と
し
た

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
貴
族
た
ち
が
カ
ノ
ー
ヴ
ァ
に
墓
碑
の
制
作
を
依
頼
し
た
。
し

か
し
計
画
は
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
こ
こ
に
挙
げ
た
模
型
が
残
る
の
み
で

あ
る
。
主
た
る
注
文
主
で
あ
っ
た
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
プ
リ
ウ
リ
の
死
後
、
彼
の
家

(

3

2

)

 

で
こ
の
模
型
が
発
見
さ
れ
た
。

模
型
に
は
、
二
頭
の
ラ
イ
オ
ン
に
囲
ま
れ
た
石
棺
が
あ
り
、
正
面
の
浮
き
彫

り
に
は
、
運
命
の
女
神
に
女
性
た
ち
が
懇
願
す
る
様
子
が
浮
き
彫
り
で
表
さ
れ

て
い
る
。
石
棺
に
は
、
嘆
く
女
性
が
鎚
り
つ
く
。
そ
の
足
元
で
、
ド
ー
ジ
ェ
の

あ
る
。

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ペ
ー
ザ
ロ
は
共
和
国
最
後
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
図
書

ま
ず
、
共
和
国
崩
壊
直
後
の
作
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
ア
ン
ト
ニ
オ

終
焉
を
見
届
け
た
い
。

八
0
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
支
配
下
に
あ
っ
た
イ
タ
リ
ア
王

国
に
組
み
込
ま
れ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
失
脚
後
の
一
八
一
五
年
か
ら
は
オ
ー
ス
ト

一
八
四
八
年
よ
り
始
ま
る
イ
タ
リ
ア
統

ア
王
国
が
建
国
さ
れ
た
が
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
一
八
六
六
年
の
ヴ
ェ
ネ
ト
併
合

に
よ
っ
て
よ
う
や
く
こ
こ
に
編
入
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
共
和
国
が
崩
壊
し

た
十
八
世
紀
末
と
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
期
の
十
九
世
紀
に
描
き
出
さ
れ
た
「
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
」
の
姿
を
追
い
、
共
和
国
時
代
の
隆
盛
が
失
わ
れ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

の
表
象
の
あ
り
方
を
探
る
と
と
も
に
、
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
の
図
像
の
歴
史
の

カ
ノ
ー
ヴ
ァ
に
よ
る
《
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ペ
ー
ザ
ロ
の
墓
碑
》
（
図
2

6

)

で

戦
争
を
経
て
一
八
六
一
年
に
イ
タ
リ

リ
ア
帝
国
支
配
下
の
ロ
ン
バ
ル
ド
・
ヴ
ェ
ネ
ト
王
国
の
一
部
と
な
っ
た
。
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ま
で
描
か
れ
続
け
た
。

九

一
年
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
共
和
国
終
焉
後
か
ら
二
十
世
紀

た
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ド
・
フ
ォ
ル
バ
ン
の

し
た
。
こ
の
表
象
は
絵
画
に
も
見
ら
れ
、
例
と
し
て
一
八
二
五
年
に
出
版
さ
れ

帽
子
を
悲
し
げ
に
抱
き
し
め
る
プ
ッ
ト
ー
の
存
在
に
よ
っ
て
こ
の
女
性
を

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ノ
ー
ヴ
ァ
に
と
っ
て
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
は
祖
国
同
然
で
あ
り
、
共
和
国
崩
壊
目
前
に
お
け
る
彼
の
心
の
痛
み

や
愛
国
心
は
、
友
人
で
あ
っ
た
建
築
家
ジ
ャ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
・
セ
ル
ヴ
ァ
ヘ
の

(

3

3

)

 

手
紙
な
ど
か
ら
窺
い
知
れ
る
が
、
こ
の
模
型
の
表
現
は
そ
う
し
た
彼
の
心
情
も

反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
に
も
、

共
和
国
が
失
わ
れ
た
悲
し
み
が
直
接
投
影
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
共
和
国
崩
壊
後
、
急
激
に
衰
退
が
進
ん
だ
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
、
人
々

は
貧
困
に
喘
ぎ
、
美
し
い
景
観
も
寂
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
退
廃
が
ロ
マ
ン
主
義

的
感
傷
を
引
き
起
こ
し
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
や
バ
イ
ロ
ン
を
は
じ
め
と
す
る

(

3

4

)

 

多
く
の
詩
人
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
「
『
死
に
瀕
し
て
い
る
』
存
在
」
と
し
て
表
象

（
一
八
二

も
た
れ
か
か
っ
て
い
る
。

『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
の
一
ヶ

の
巻
末
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
11

ル
イ
・
ド
ウ
ジ
ュ
ネ
に
よ

る
版
画
《
打
ち
の
め
さ
れ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
（
図
2

7

)

を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
こ
で
は
、
「
ア
ド
リ
ア
海
の
女
王
」
（
海
の
神
ネ
プ
ト
ウ
ル
ヌ
ス
の
槍

を
持
っ
た
め
）
と
し
て
表
さ
れ
た
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
が
、
廃
墟
と
化
し
た
パ

ラ
ッ
ツ
ォ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
を
背
に
、
波
に
打
た
れ
な
が
ら
瀕
死
の
状
態
で
柱
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
に
お
け
る
退
廃
的
で
死
を
感
じ
さ

せ
る
こ
う
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
像
は
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
『
ヴ
ェ
ニ
ス
に
死

一
方
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
体
制
下
に
置
か
れ
て
い
た
十
九
世
紀
前

）
の
時
期
に
描
か
れ
た

十
九
世
紀
の
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト

を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ア
を
含
む
ヴ
ェ
ネ
ト
地
方
は
一
八
六
六
年
、
ロ
ー
マ
は

の
イ
タ
リ
ア
で
は
、
同
世
紀
初
頭
か
ら
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
国
王
を
中
心
に
リ
ソ

ン
・
マ
ル
コ

盟
を
決
め
た
。
し
か
し
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
国
王
は
敗
退
し
、
他
の
革
命
政
権
が

崩
壊
す
る
中
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
臨
時
政
府
も
一
八
四
九
年
に
激
し
い

末
降
伏
し
た
。
一
八
六
一
年
に
イ
タ
リ
ア
王
国
が
建
国
さ
れ
る
が
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

時
代
に
新
古
典
主
義
の
特
徴
が
色
濃
か
っ
た
歴
史
画
は
、
イ
タ
リ
ア
人
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
反
映
し
た
ロ
マ
ン
主
義
的
性
格
を
持
ち
合
わ
せ
る
よ
う
に
な

(

3

5

)

 

る。

ェ
ネ
ツ
ィ

年
の
ミ
ラ
ノ
の
ブ
レ

八
七

0
年
ま
で
併
合

ナ
ポ
レ
オ
ン

の
作
例
と
し
て
、
ア
ン
ド
レ
ア
・

ア
ッ
ピ
ア
ー
ニ
に
よ
る
《
希
望
に
満
ち
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
（
図
2

8

)

が
あ
る
。

ア
カ
デ
ミ
ー

こ
の
作
品
は
一
八
六

(

3

6

)

 

出
品
さ
れ
た
。
画
面
に
は
、
厚
い
雲
に
覆
わ
れ
た
空
と
海
を
背
に
、
腰
を
上
げ

て
足
を
踏
み
出
そ
う
と
す
る
女
性
が
描
か
れ
る
。
彼
女
は
右
腕
を
ラ
イ
オ
ン
の

方
へ
伸
ば
し
、
ラ
イ
オ
ン
を
守
る
か
の
よ
う
な
身
振
り
を
す
る
。
ま
た
白
い

服
は
胸
元
ま
で
は
だ
け
て
お
り
、
豪
華
な
織
物
が
施
さ
れ
た
ガ
ウ
ン
や
ア
ー
ミ

ン
の
マ
ン
ト
が
腰
の
あ
た
り
に
脱
ぎ
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
足
元
に
は
ド
ー
ジ
ェ

の
帽
子
が
転
が
る
。
ラ
イ
オ
ン
の
存
在
や
ド
ー
ジ
ェ
の
帽
子
や
衣
装
と
い
う
モ の

す
る
と
と
も
に
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
国
王
を
中
心
と
す
る
統
一
イ
タ
リ
ア
ヘ
の
加

た
る
臨
時
政
府
が
樹
立
さ
れ
た
。
臨
時
政
府
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
抵
抗

発
し
て
革
命
政
権
が
生
ま
れ
る
中
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
も

ル
ジ
メ
ン
ト
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
。

一
八
四
八
年
に
は
各
地
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さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ヴ
ェ
ネ
ト
州
の
ト
レ
ヴ
ィ
ー
ゾ
に
生
ま
れ
た
ジ
ャ
コ
モ
・
カ
ー
サ
は

ネ
ツ
ィ
ア
」
の
姿
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

チ
ー
フ
が
共
和
国
時
代
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
と
共
通
す
る
こ
と
か
ら
画
面
内

の
女
性
を
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
女
性
に
は

か
つ
て
の
堂
々
と
し
た
風
格
は
も
は
や
残
っ
て
い
な
い
。
険
し
い
表
情
を
す
る

彼
女
の
目
の
下
に
は
隈
が
描
き
込
ま
れ
、
疲
弊
し
き
っ
て
い
る
よ
う
な
様
子
を

一
七
九
七
年
の
共
和
国
滅
亡
と
と
も
に
失
わ
れ
た
が
、
脱
ぎ
捨
て
ら
れ
た
ド
ー

ジ
ェ
の
帽
子
と
衣
装
に
よ
っ
て
、
ド
ー
ジ
ェ
の
地
位
、
そ
し
て
共
和
国
の
喪
失

し
か
し
、
彼
女
が
歩
み
を
進
め
る
画
面
右
側
の
水
平
線
に
沿
っ
て
わ
ず
か
な

光
が
見
え
る
。
こ
の
作
品
が
出
品
さ
れ
た
一
八
六
一
年
は
イ
タ
リ
ア
王
国
が
建

国
さ
れ
た
年
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
ヴ
ェ
ネ
ト
と
ロ
ー
マ
は
含
ま
れ

て
お
ら
ず
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
支
配
下
に
あ
っ
た
。
こ
の
情
勢
を
踏
ま
え
る
と
、

右
側
の
水
平
線
に
見
え
る
光
、
さ
ら
に
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
の
力
強
い
瞳
が
、

当
時
の
政
治
情
勢
を
映
し
出
す
こ
の
作
品
に
お
い
て
、
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」

の
姿
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
特
徴
を
見
出
せ
る
点
に
注
目
さ
れ
る
。
共
和
国
時
代

の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
は
金
髪
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
作
の
女
性
は
黒
髪
で
あ

る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
女
性
は
、
太
陽
の
光
に
髪
を
さ
ら
し
、

(

3

7

)

 

金
色
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
た
と
い
う
が
、
か
つ
て
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
の

金
髪
姿
に
は
、
上
記
の
よ
う
に
金
髪
を
尊
ぶ
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
美
意
識
が
反
映

一
方
で
、
こ
の
作
品
に
お
け
る
黒
髪
の
「
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
は
、
当
時
の
イ
タ
リ
ア
の
擬
人
像
が
同
様
の
髪
色
で
描
か
れ
る
よ
う
に

る。 イ
タ
リ
ア
統
一
を
目
指
す
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
希
望
を
暗
示
し
て
い
る
と
解
せ

色
と
し
て
黒
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

が
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
ド
ー
ジ
ェ
の
役
職
は

黒
髪
で
イ
タ
リ
ア
の
擬
人
像
を
描
く
作
例
に
、

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ア
イ
エ

八
四
八
年
に
ミ
ラ
ノ
で

(

3

8

)

 

起
き
た
「
ミ
ラ
ノ
の
五
日
間
」
と
呼
ば
れ
る
蜂
起
の
失
敗
の
の
ち
に
描
か
れ
た
。

画
面
中
の
女
性
は
、
背
表
紙
に
ヶ
S
T
R
O
R
I
A
D
`
I
T
A
L
I
A
(
イ
タ
リ
ア
の
歴
史
）
ク

と
書
か
れ
た
本
を
抱
え
て
い
る
。
右
手
に
持
つ
十
字
架
に
描
き
込
ま
れ
た
「
ミ

ラ
ノ
の
五
日
間
」
の
日
付
と
合
わ
せ
、
蜂
起
の
失
敗
に
よ
る
失
望
や
イ
タ
リ
ア

の
独
立
を
願
う
愛
国
心
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
作
品
に
お
け
る
女

性
が
イ
タ
リ
ア
の
擬
人
像
と
さ
れ
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
髪

ア
イ
エ
ツ
の
イ
タ
リ
ア
の
擬
人
像
と
ア
ッ
ピ
ア
ー
ニ
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

を
比
較
す
る
と
、
髪
色
だ
け
で
な
く
、
額
の
真
ん
中
で
左
右
に
分
け
る
髪
型
や
、

胸
元
ま
で
は
だ
け
て
い
る
白
い
衣
服
も
共
通
し
て
い
る
。

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
を
描
こ
う
と
す
る
際
、

(

3

9

)

 

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ア
ッ
ピ
ア
ー
ニ
が

ア
イ
エ
ツ
の
作
品
を
参
照
し
て
い

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
が
当
時
の
イ
タ
リ
ア
の
擬
人
像
に
合
わ
せ
て
黒
髪
の
女

性
と
し
て
描
か
れ
た
こ
の
事
象
か
ら
、
か
つ
て
は
独
立
し
た
存
在
で
あ
っ
た

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
イ
タ
リ
ア
の
一
部
と
し
て
み
な
す
当
時
の
考
え
方
が
「
ヴ
ェ

最
後
に
確
認
す
る
の
は
、
図
像
の
歴
史
の
最
末
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
ヴ
ェ

ネ
ト
併
合
後
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
を
表
現
し
た
作
例
で
あ
る
。

八
四
八
年
の
蜂
起
に
も
参
加
し
た
愛
国
的
な
画
家
で
あ
っ
た
が
、
ヴ
ェ
ネ
ト

ツ
の
《
瞑
想
》
（
図
2

9

)

が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、

な
っ
た
こ
と
に
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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に
採
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

を
服
従
す
る
立
場

ゼ
ッ
ペ
・
マ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
や
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ガ
リ
バ
ル
デ
ィ
、

カ
ミ
ッ
ロ
・
カ

く
表
現
し
た
こ
の
作
品
は
、
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
の
大
評
議
会
広
間
の

三
点
の
天
井
画
（
図

1
2
.
1
3
.
1
4
)
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
ラ
ッ
パ
を
持
っ
た

ゼ
の
作
品
か
ら
導
入
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
精
巧
な
刺
繍
が
施

ゼ
の
そ
れ
（
図
3

2

)

を
意
識
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

カ
ー
サ
は

こ
の
作
品
で
復
古
的
な
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
を
描
き
出
し
た
と
い
え
る
。
ま
た
、

パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ド
ウ
カ
ー
レ
に
は
服
従
さ
れ
る
立
場
に
あ
る
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

を
画
面
最
上
部
に
描
く
作
品
が
数
多
く
あ
る
。
カ
ー
サ
の
作
品
に
お
い
て
は
、

服
従
関
係
を
読
み
取
れ
る
構
図
は
そ
れ
ら
と
同
様
で
あ
り
、
彼
自
身
が
意
識
的

と
し
て
描
く
点
が
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
、
か
つ
て
他
地
域

そ
し
て
も
う
一
っ

馬
像
の
下
に
あ
る
二
人
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
で
あ
る
。
こ

卜
併
合
よ
り
約
二
十
年
の
時
を
経
て
制
作
さ
れ
た
。
ニ

終
わ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ヘ
の
降
伏
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

て
い
る
と
さ
叩

ラ
イ
オ
ン
も
先
ほ
ど
と
は
異
な
っ
て
、

大
き
く
広
げ
る
。
こ
れ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

ツ
ィ
ア
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の

も
前
述
の
カ
ー
サ
と
同
様
に
、

に
よ
っ
て
、

る
も
の
と
い
え
る
。
同
じ
く

々
た
る
姿
勢
で
座
し
て
い
る
。
こ
の

ル
マ
や
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ

の
作
品
と
同
様
で
あ
る
。
彼
ら
の
作
品
も
含
め
、

先
と
は
対
照
的
に
、
ド
ー
ジ
ェ

ら
右
手
を
掲
げ
、

階
段
状

の
最
上
段
に
服
従
関
係
を
示
す
人
物
た
ち
を
配
す
る
構
図
は
パ

暗
示
す
る
。
こ
の
向
か
い
に
位
置
す
る
も
う

の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

一
人
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

た
ヴ
ェ
ネ

、
不
ツ
ィ

っ

の
ヴ
ェ

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
（
図
3

1

)

も
、
明
ら
か
に
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー

る
様
子
で
険
し
い

ょ、
t

1
し

つ
き
を
見
せ
て
い
る
。
こ

し
て
い
る
。
彼
女
の
足
元
の
ラ
イ
オ
ン
も
、

の
擬
人
像
や
画
面
下
部
に
軍
人
や
民
衆
を
配
す
る
構
図
は
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー

ツ
ィ

（図
3

3

)

は
、
左
方
向
を
強
く
脱
み
つ
け
、

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
姿
を
と
っ
て
い
る
。

方

の

ェ
ネ
ツ
ィ

イ
タ
リ
ア
統
一
及
び
そ
の
イ
タ
リ
ア
ヘ
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
加
入
を
喜
ば
し

ヴ
ェ
ネ

ヴ
ー
ル
も
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。

《
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
ニ
世
の
記
念
碑
》
に
お
い
て
、

い
の
が
、

エ
ッ
ト
レ
・
フ
ェ
ッ
ラ
ー
リ
に
よ
る

民
衆
が
集
う
が
、
そ
の
中
に
は
「
イ
タ
リ
ア
統
一
の

と
称
さ
れ
る
ジ
ュ

に
読
み
取
れ
る
。

し
い

つ
き
の
ラ
イ
オ
ン
を
指
差
し
て
い
る
。
画
面
下
部
に
は
大
勢
の
軍
人
や

に
、
前
述
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
イ
タ
リ
ア
の

脆
く

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
で
あ
る
。
彼
女
は
左
手
を
胸
に
当
て
、
右
手
で
勇
ま

リ 併
合
の
知
ら
せ
を
受
け
て
《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
イ
タ
リ
ア
ヘ
の
連
合
》
（
図
3

0

)

(

1

0

)

 

を
制
作
し
た
。
カ
ー
サ
が
描
い
た
の
は
、
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
を
成
し
遂
げ
イ
タ

の
初
代
国
王
と
な
っ
た
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ

一
世
に

出
さ
れ
る
中
、
唯
一
例
外
で
あ
る
の

加
え
て
、
こ
の
作
品
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
に
お
い
て

す
る
当
時
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
の
明
白
な
対
比
を
示
し
て
い
る

を
属
領
と
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
と
、
イ
タ
リ
ア
へ

ェ
ネ

の ）

こ
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本
稿
で
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
時
代
か
ら
共
和
国
終
焉
後
後
の
リ
ソ
ル

お
わ
り
に

し
て
、
共
和
国
が
失
わ
れ
た
悲
し
み
、
か
つ
て
繁
栄
を
極
め
た
共
和
国
の
凋
落

義
的
感
傷
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
託
す
存
在
と
し
て
機
能
し
、
多
様
な
広
が
り

時
代
の
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

一
千
年
以
上
続
い
た
共
和
国
が
滅
亡

ツ
ィ
ア
」
が
生
み
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

を
受
け
た
も
の
と
み
な
せ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
か
ら
、
イ
タ
リ

リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
期
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
歴
史
が
明
解
に
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
よ
り
注
目
を
向
け
た
い
の
は
、
前
者
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」

に
見
出
せ
る
特
徴
で
あ
る
。
彼
女
が
被
る
帽
子
は
、

ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ド
ラ
ク
ロ

ワ
の
《
民
衆
を
導
く
自
由
》
（
図
3

5

)

に
お
け
る
自
由
の
擬
人
像
が
被
る
フ
リ

(

4

3

)

 

ギ
ア
帽
で
あ
る
。
ま
た
旗
を
持
つ
点
に
も
共
通
性
を
見
出
せ
る
。
こ
の
「
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
」
は
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
が
表
出
し
た
革
命
と
擬
人
像
の
関
係
性
に
影
響

国
に
編
入
さ
れ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
こ
の
時
期
に
も
、
ま
た
新
た
な
「
ヴ
ェ
ネ

共
和
国
終
焉
後
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
に
託
さ
れ
た
意
味
合
い
は
、
共
和
国

し
、
国
際
情
勢
に
翻
弄
さ
れ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
ロ
マ
ン
主
義
的
も
し
く
は
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
関
心
を
惹
き
つ
け
る
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
芸
術
家
た

ち
は
各
々
の
感
情
や
思
い
を
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
の
姿
に
込
め
た
。
そ
の
例
と

が
引
き
起
こ
す
感
傷
、
イ
タ
リ
ア
人
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
に
お
け
る
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
及
び
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の

イ
メ
ー
ジ
は
、
他
者
に
よ
る
表
象
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ

て
の
自
己
表
象
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
性
質
を
示
し
て
い
る
。

ジ
メ
ン
ト
期
ま
で
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
の
作
例
を
概
観
し
、
図
像
の
歴
史
を

オ
ン
を
従
え
、
正
義
の
擬
人
像
と
聖
母
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
る
十
四
世
紀
半
ば

の
図
像
か
ら
始
ま
る
。
十
六
世
紀
、
共
和
国
は
他
国
に
向
け
て
自
国
の
喧
伝
に

努
め
た
が
、
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
も
視
覚
イ
メ
ー
ジ
の
分
野
で
そ
の
役
割
を
担
っ

た
。
同
世
紀
半
ば
に
は
、
従
来
の
剣
（
正
義
の
擬
人
像
の
持
物
）
で
は
な
く
笏

を
持
物
と
す
る
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
が
現
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
カ
ン
ブ
レ
ー
同

盟
戦
争
を
経
て
、
平
和
な
国
家
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
め
た
い
当
時
の
共
和

国
の
志
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
、
ま
た
そ
の
た
め
に
古
代
ロ
ー
マ
の
貨

幣
に
見
ら
れ
る
イ
タ
リ
ア
の
擬
人
像
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
こ
れ
以
降
の
作
例
か
ら
、
笏
を
持
つ
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
が
定
型
表
現

と
な
っ
た
。

共
和
国
崩
壊
後
の
十
八
世
紀
末
か
ら
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
は
、
こ
れ
ま
で

の
共
和
国
に
よ
る
自
ら
の
表
象
と
し
て
で
は
な
く
、
芸
術
家
た
ち
の
ロ
マ
ン
主

を
見
せ
た
。
特
に
注
目
す
べ
き
図
像
の
変
化
と
し
て
は
、

リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
期

の
作
例
に
お
い
て
、
共
和
国
時
代
に
は
輝
か
し
い
金
髪
姿
を
し
て
い
た
「
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
」
が
、
黒
髪
で
描
か
れ
る
点
で
あ
る
。
当
時
イ
タ
リ
ア
の
擬
人
像
も

黒
髪
で
描
か
れ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
か
つ
て
の
よ

う
に
独
立
し
た
都
市
国
家
で
は
な
く
、
イ
タ
リ
ア
の

の
考
え
方
が
擬
人
像
に
も
反
映
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ヴ
ェ
ネ
ト
併
合
後
に

は
復
古
的
な
作
例
が
あ
る
も
の
の
、
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
期
に
お
い
て
は
、
ヴ
ェ

部
と
し
て
み
な
す
当
時

ネ
ツ
ィ
ア
が
イ
タ
リ
ア
王
国
へ
の
併
合
を
望
む
中
で
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
擬
人

辿
っ
て
き
た
。
そ
の
歴
史
は
、
守
護
聖
人
で
あ
る
聖
マ
ル
コ
を
象
徴
す
る
ラ
イ

84-



注
(

1

)

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
研
究
と
し
て
、
以
下
の

の
が
あ
る
。

W
o
l
f
g
a
n
g
W
o
l
t
e
r
s
,
 D
e
r
 B
i

l
d
e
r
s
c
h
m
,
u
c
k
 d
e
s
 D
o
g
e
n
p
a
l
a
st
es: 

U
nt
e
r
s
u
c
h
u
ng
e
n
 z
u
r
 S
e
l
b
st
d
a
r
st
e
l
l
u
ng
 

d
e
r
 R
ep

u
b
li
k
 V
e
n
e
di
g

 i

m
 16. 

J
a
h
r
h
u
n
d
e
rt
,
 

B
e
r
l
i
n
,
 
1
9
8
3
;
 
D
a
vi
d
 R
o
s
a
n
d
,
 "
V
e
n
et
i

a
 fi
g

u
r
at
a: 
T
h
e
 

I
c
o
n
og
r
ap
h
y
 

of
 

a
 M
y

t

h", 
I
nt
e
rp

ret
a
zi
o
ni
 

v
e
n
e
zi
a
n
e
:
 st
u
di
 

d
i
 

st
o
ri
a
 

dell、
a
rt
e
i

n
 o
n
o
r
e
 d
i
 

M
i

c
h
e
l
a
ng
elo M
u
r
a
r
o
,
 V
e
n
e
zi
a, 
1984, p
p

.

 

177,96; 

D
a
vi
d
 R
o
s
a
n
d
,
 M
y

t

h
s
 of
 

V
e
ni
ce: t
h
e
 f
i

g

u
r
at
i

o
n
 of
 

a
 st
a
t

e, 
N
o
rt
h
 

ツ
ィ
ア
」
の
大
き
な
性
格
の
違
い
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

氏
に
よ
る
も

一
方
後
者
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
と
い

約
五
世
紀
に
わ
た
る
歴
史
に
お
い
て
興
味
深
い
の
は
、
共
和
国
時
代
の
十
六

世
紀
半
ば
以
降
に
は
古
代
ロ
ー
マ
の
イ
タ
リ
ア
の
擬
人
像
が
、

リ
ソ
ル
ジ
メ
ン

ト
期
に
は
当
時
の
イ
タ
リ
ア
の
擬
人
像
が
参
照
さ
れ
て
図
像
に
変
化
が
起
こ
る

点
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
タ
リ
ア
の
擬
人
像
の
性
格
が
異
な
る
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
前
者
と
後
者
に
お
け
る
変
化
の
あ
り
方
の
違
い
が
注
目
さ
れ
る
。

前
者
の
変
化
は
自
ら
を
ロ
ー
マ
に
な
ぞ
ら
え
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
自
意

識
と
主
張
の
変
化
と
と
も
に
生
じ
た
。

う
よ
り
も
「
イ
タ
リ
ア
人
」
が
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
イ
タ
リ
ア
の
一
部
と
み
な

す
別
の
視
点
が
生
み
出
し
た
変
化
で
あ
る
。
両
者
の
違
い
を
踏
ま
え
る
と
、

和
国
時
代
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
か
ら
そ
の
終
焉
後
の

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」

ヘ

と
移
り
変
わ
る
中
で
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
表
象
す
る
主
体
が
自
己
か
ら
他
者
へ

と
転
換
し
た
と
わ
か
る
。
こ
こ
に
、
共
和
国
時
代
と
そ
の
終
焉
後
の
「
ヴ
ェ
ネ

る。 像
を
イ
タ
リ
ア
の
擬
人
像
と
同
化
さ
せ
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き

C
a
r
o
l
i
n
a
,
 2
0
0
1
.
ま
た

F
r
a
n
k
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
十
七
冊
紀
の
出
版
物
に
見

ら
れ
る
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

M
a
rt
i

n
a
F
r
a
n
k
,
 

―
'
R
ep
r
e
s
e
nt
i

n
g
 
t

h
e
 R
ep
u
b
li
c
 
i

n
 S
e
v
e
nt
e
e
nt
h
,
C
e
nt
u
ry
 

V
e
ni
ce", R
a
d
o
vi
 

I
n
st
i
t

ut
a
 z
a
 p
o
ui
j

e
st
 

u
mj
et
n
o
st
i
,
 

v
ol
.
 

43, 2
0
1
9
,
 p
p

.

 
113,122. 

(

2

)

例
え
ば
、

M
a
z
z
o
c
c
a
は
十
九
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
の
歴
史
画
の
文
脈
の
中
で
「
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
」
が
描
か
れ
た
作
品
を
挙
げ
て
い
る
。
二
0

1

―
年
に
は
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン

ト
期
を
中
心
と
し
た
展
覧
会
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
コ
ッ
レ
ー
ル
博
物
館
で
開
催
さ

れ
、
当
時
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
を
描
い
た
絵
画
が
注
目
さ
れ
た
。

F
e
r
n
a
n
d
o

M
a
z
z
o
c
a
,
 "Il 
m
o
d
e
l
l
o
 a
c
c
a
d
e
mi
c
o
 e
 l
a
 p
i
t
t

u
r
a
 di
 

st
o
ri
a
"
,
E
n
ri
c
o
 

C
a
st
e
l
n
u
o
v
o
 
(ed.), 
L
a
 
p
i
t
t

u
r
a
 i
n
 It
a
li
a: 
L'O
t
t

o
c
e
nt
o, 
2vols., 
M
i

l
a
n
o
,
 

1
9
9
0
,
 p
p

.

 

6
0
2
,
6
2
8
;
 
C
ri
st
i

n
a
 C
ri
s
a
fulli
,
 

F
r
a
n
c
a
 L
ug
at
o
 a
n
d
 C
a
m
illo
 

T
o
ni
ni
 

(eds.), 
V
e
n
e
zi
a
 c
h
e
 Sp
e
r
a
:
 L
'
u
ni
o
n
e
 all'lt
a
li
a
 (
1
8
5
9
,
]
8
6
6
)
 

(
E
x
h
.
 C
at
.
)
,
 

M
u
s
e
o
 C
o
r
r
e
r
,
 V
e
n
e
zi
a, 
2011.
ま
た

P
a
v
a
n
e
l
l
o
は
十
八
世
紀

末
か
ら
十
九
世
紀
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
表
象
す
る
ロ
マ
ン
主
義
文
学
と
の
関
連
の
中
で

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
が
描
か
れ
た
作
品
を
挙
げ
て
い
る
。

G
i

u
s
ep
p

e
P
a
v
a
n
e
l
l
o
 

―
'
L
'
l
m
m
ag
i

n
e
 di
 

V
e
n
e
zi
a
 d
a
 C
a
n
o
v
a
 a
 B
y

ron", A
l
e
s
s
a
n
d
r
o
 B
et
t

ag
n
o
 

(ed.), 
V
e
n
e
zi
a
 d
a
 S
t

a
t

o
 a
 M
i
t

o
 (
E
x
h
.
 C
at
.
)
,
 

I
s
o
l
a
 di
 

S
a
n
 G
i

o
rg
i

o
 

M
ag
g

i

ore, V
e
n
e
zi
a, 
1997, p
p

.

 
76,93. 

(

3

)

ラ
イ
オ
ン
は
福
音
書
記
者
聖
マ
ル
コ
の
持
物
に
し
て
象
徴
で
あ
り
、
マ
ル
コ
と
と
も

に
ラ
イ
オ
ン
が
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
ラ
イ
オ
ン
自
体
で
マ
ル
コ
を
表
す
こ
と
も

あ
っ
た
。
マ
ル
コ
は
四
人
の
福
音
書
記
者
の
一
人
で
、
最
も
古
い
マ
ル
コ
の
福
音
書

を
書
い
た
人
物
で
あ
る
。
詳
し
く
は
以
下
の
書
を
参
照
。
宮
下
規
久
朗
『
モ
チ
ー
フ

で
読
む
美
術
史
』
筑
摩
書
房
、
二

0
一
三
年
、
四
ニ
ー
四
三
頁
。

(

4

)

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ホ
ー
ル
・
高
階
秀
爾
監
修
『
新
装
版
西
泣

画
・
彫
刻
に
お
け
る
主
題
と
象
徴
ー
』
河
出
書
房
新
社
、

頁。

(
5
)
W
o
lt
e
r
s
は
こ
れ
を
カ
レ
ン
ダ
ー
リ
オ
が
つ
く
り
だ
し
た
「
正
義
の
姿
を
し
た
ヴ
ェ

一
九
八
八
年
、

七
八

85 



ネ
ツ
ィ
ア

(
"
V
e
n
e
tia
in
 for
m
a
 d
i
 Ju
s
titia")
」
の
型
で
あ
る
と
し
、
以
後
決

定
的
な
影
響
力
を
持
つ
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

W
o
l
ters,
op. c
it., 
1
9
8
3
,
 
p・
2
3
8
.

(

6

)

ホ
ー
ル
・
高
階
、
前
掲
書
、
二
七
一
頁
。

(
7
)
R
o
s
a
n
d
,
 op. c
it., 2
0
0
1
,
 
p. 7
.

「
」
内
は

R
o
s
a
n
d
に
よ
る
英
訳
を
筆
者
が
訳
し
た

も
の
。
以
下
に
R
o
s
a
n
d
に
よ
る
英
訳
を
引
用
す
る
。

to
d
a
y
 th
e
 o
n
e
 h
o
m
e
 of
 lib
e
r
ty, 
p
e
a
c
e
,
 a
n
d
 
j

u
s
tice, 
th
e
 o
n
e
 r
e
f
u
ge
 

of
 h
o
n
o
r
a
b
l
e
 m
e
n
,
 h
a
v
e
n
 for
 th
o
s
e
 w
h
o
,
 b
a
tte
r
e
d
 o
n
 all s
id
e
s
 b
y
 

th
e
 s
to
r
m
s
 of
 tyr
a
n
ny
 a
n
d
 w
a
r
,
 s
e
e
k
 to
 liv
e
 in
 tr
a
n
q
u
ility. 
R
ic
h
 

in
 g
o
l
d
 b
u
t
 ric
h
e
r
 in
 fam
e
,
 b
u
ilt
 on
 sol
id
 m
a
r
b
l
e
 b
u
t
 sta
n
d
in
g
 

m
o
r
e
 sol
id
 o
n
 a
 fou
n
d
a
tio
n
 of
 c
iv
ic
 co
n
c
o
r
d
,
 s
u
r
r
o
u
n
d
e
d
 b
y
 sa
l
t
 

w
a
te
r
s
 b
u
t
 mo
r
e
 s
e
c
u
r
e
 w
ith
 th
e
 s
a
l
t
 of
 
go
o
d
 c
o
u
n
c
il…

"
V
e
n
ic
e
 

r
ej
o
ic
e
s
 a
t
 th
e
 o
u
tc
o
m
e
,
 w
h
ic
h
 is
 a
s
 it 
s
h
o
u
l
d
 be: th
e
 v
ic
to
r
y
 n
o
t
 

of
 a
r
m
s
 b
u
t
 of
 j

u
s
tic
e
 
(
F
r
a
n
c
e
s
c
o
 P
e
tr
a
r
c
a
,
 E
p
is
to
l
a
e
 s
e
n
iles, 
IV. 

3
.
 1
3
6
1.). 

(
8
)
S
a
v
o
y
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
リ
オ
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
が
ア
ン
ド
レ
ア
・
ダ
ン
ド
ロ

の
唱
え
る
正
義
の
概
念
を
最
も
直
接
的
に
変
換
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。

D
a
n
iel

S
a
v
o
y, 
"
K
e
e
p
i
n
g
 th
e
 
M
y
t
h
 A
l
i
v
e
:
 
A
n
d
r
e
a
 D
a
n
d
o
l
o
 a
n
d
 th
e
 

P
r
e
s
e
r
v
a
tio
n
 of
 
J
u
s
tic
e
 a
t
 th
e
 P
a
l
a
z
z
o
 D
u
c
a
l
e
 in
 V
e
n
ice", A
r
ti
b
u
s
 e
t
 

H
i

st
o
ri
ae, v
ol. 
71, 2
0
1
5
,
 p. 2
0
.
 

(

9

)

越
川
倫
明
「
聖
母
の
都
市
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
『
日
伊
国
交
樹
立

1
5
0
周
年
特
別
展

ア
カ
デ
ミ
ア
美
術
館
所
蔵
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
巨
匠
た
ち
』
展
カ
タ

ロ
グ
、
国
立
新
美
術
館
、
国
立
国
際
美
術
館
、
二

0
一
六
年
、
二
八
頁
。

(

1

0

)

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
聖
母
崇
敬
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
を
主
に
参
照
。

R
o
n
a

G
o
ffen, P
ie
ty 
a
n
d
 P
a
tr
o
n
ag
e
 in、
R
e
n
a
is
s
a
n
c
e
V
e
n
ice: B
e
l
l
in
i, 
T
itia
n
,
 

a
n
d
 th
e
 F
r
a
n
c
is
c
a
n
s
,
 N
e
w
 H
a
v
e
n
 a
n
d
 L
o
n
d
o
n
,
 1
9
8
6
 
(
邦
訳
ロ
ー
ナ
・

ゴ
ッ
フ
ェ
ン
、
石
井
元
章
監
訳
、
木
村
太
郎
訳
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ

|
ベ
ッ
リ
ー
ニ
、
テ
イ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
絵
画
と
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
』
、
三

元
社
、
二

0
0
九
年
・
宮
下
規
久
朗
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
美
の
都
の
一
千
年
』
岩
波

書
店
、
二

0
一
六
年
。
越
川
、
前
掲
書
、
二
六
ー
三
一
頁
。
宮
下
規
久
朗
『
聖
母
の

美
術
全
史
—
—
信
仰
を
育
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
』
筑
摩
書
房
、
二
0
ニ
―
年
。

(
1
1
)
S
in
d
in
g
-
L
a
r
s
e
n
に
よ
っ
て
初
め
て
こ
の
図
式
が
指
摘
さ
れ
た
。

S
ta
a
l
e

S
in
d
in
g
,
L
a
r
s
e
n
,
 C
h
r
is
t
 in
 th
e
 
Counc

il•Hall: 

S
tu
d
ies 
in
 th
e
 R
e
l
igio
u
s
 

I
c
o
n
og
r
ap
h
y
 of
 th
e
 V
e
n
e
tia
n
 R
ep
u
b
l
ic, 
R
o
m
a
,
 1
9
7
4
,
 
p. 5
6
.
 

(
1
2
)
R
o
s
a
n
d
,
 op. c
it., 2
0
0
1
,
 p. 1
3
0
.
 

(

1

3

)

十
人
会
識
の
間
を
含
む
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ド
ウ
カ
ー
レ
の
装
飾
事
業
に
つ
い
て
は
、
以

下

の

書

を

参

照

。

J
u
e
r
ge
n
S
c
h
u
l
z
,
 
V
e
n
e
tia
n
 P
a
in
te
d
 C
e
ilin
g
s
 of
 T
h
e
 

R
e
n
a
is
s
a
n
c
e
,
 B
e
r
k
e
l
e
y
 a
n
d
 L
o
s
 A
n
g
eles, 1
9
6
8
;
 
S
in
d
in
g
,
L
a
r
s
e
n
,
 op. 

c
it.; 
W
o
lters, 
op. c
更
越
川
倫
明
「
絵
画
に
見
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
歴
史
と
神
話

パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
大
評
議
会
広
間
の
装
飾
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
佐
々
木
英
也
・

森
田
義
之
編
『
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
三
』
（
世
界
美
術
大
全
集
）
第
一
三
巻
、

小
学
館
、
一
九
九
四
年
、
三
五
九
ー
三
六
四
頁
。

(
1
4
)
G
e
r
o
l
a
m
o
 B
a
r
d
i, 
D
ic
h
ia
r
a
z
io
n
e
 d
i
 tu
tte
 le 
is
to
r
ie
 ch
e
 s
i
 co
n
te
ng
o
n
o
 n
e
i
 

q
u
a
d
r
i
 po
s
ti 
n
u
o
v
a
m
e
n
te
 nelle s
a
l
e
 dello S
c
r
u
tin
io, 
V
e
n
e
z
ia, 
1
5
8
7
,
 
p. 

6
3
.
 

(
1
5
)
F
r
a
n
k
,
 op. c
it. 

(

1

6

)

こ
の
作
品
は
現
在
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
美
術
館
所
蔵
だ
が
、
元
来
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴

族
マ
ル
コ
・
フ
ォ
ス
カ
リ
ー
ニ
（
の
ち
に
ド
ー
ジ
ェ
も
務
め
た
）
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

共
和
国
大
使
と
し
て
ロ
ー
マ
教
皇
庁
へ
赴
く
際
、
ロ
ー
マ
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
に

飾
る
た
め
に
バ
ト
ー
ニ
に
依
頼
さ
れ
た
。
制
作
は
フ
ォ
ス
カ
リ
ー
ニ
の
助
言
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
た
が
、
外
国
の
画
家
、
つ
ま
り
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
な
く
主
に
ロ
ー
マ

で
活
動
し
て
い
た
画
家
に
よ
る
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
の
作
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

G
io
r
gi0
F
o
s
s
a
l
u
z
z
a
,
 "II 
tr
io
n
fo d
i
 Ve
n
e
z
ia", 
B
e
tt
a
g
n
o
 (ed.), 
op. 
c
it., 

p
p
.
 3
4
8
,
3
5
0
.
 

(

1

7

)

チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ヴ
ェ
チ
ェ
リ
オ
に
よ
る
以
下
の
書
に
お
い
て
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
君

-86-



一
四
三

主
ま
た
は
統
領
の
被
服
(
+
六
世
紀
末
）
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
衣
装
は
ド
ー

ジ
ェ
、
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
・
ズ
ィ
ア
ー
ニ
（
在
位
―
―
七
ニ
ー
一
―
七
八
）
時
代

以
来
用
い
ら
れ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

C
e
s
a
r
e
V
e
c
e
l
li
o, 
D
eg
li
 

H
a
bi
t
i
 

A
nt
i

c
hi
 

et
 

M
o
d
e
r
ni
 

di
 

D
i

v
e
r
s
e
 P
a
rt
i
 

d
e
l
 M
o
n
d
o
,
 V
e
n
e
zi
a, 
1
5
9
0
.
 

(
邦
訳

チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ヴ
ェ
チ
ェ
ッ
リ
オ
、
鶴
野
千
鶴
訳
『
中
世
イ
タ
リ
ア
の
被
服
文
化
史

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ル
ー
ツ
』
三
星
社
、
二

0
0
四
年
、
一
七
六
ー

一
七
七
頁
）
．
ま
た
、
最
後
の
ド
ー
ジ
ェ
、
ル
ド
ヴ
ィ
コ
・
マ
ニ
ン
の
肖
像
画
（
ベ

ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
カ
ス
テ
ッ
リ
《
ド
ー
ジ
ェ
、
ル
ド
ヴ
ィ
コ
・
マ
ニ
ン
の
肖
像
画
》

[
―
七
九
七
年
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
コ
ッ
レ
ー
ル
博
物
館
]
)
か
ら
、
共
和
国
の
滅
亡

時
ま
で
同
じ
衣
装
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(

1

8

)

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
貴
族
の
意
識
に
つ
い
て
は
以
下
の
書
に
詳
し
い
。
永
井
三

明
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
世
界
|
|
'
社
会
と
意
識
』
刀
水
書
房
、
一
九
九
四
年
。

(
1
9
)
P
et
e
r
 H
u
m
f
r
e
y
,
 P
ai
nt
i

ng
 

i

n
 R
e
n
ai
s
s
a
n
c
e
 V
e
ni
ce, 
N
e
w
 H
a
v
e
n
,
 1
9
9
5
 
(邦

訳
ピ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
フ
リ
ー
、
高
橋
朋
子
訳
『
ル
ネ
サ
ン
ス
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
絵

画
』
白
水
社
、
二

0
1
0
年
、
三
四
ー
三
五
頁
）
．

(

2

0

)

永
井
、
前
掲
書
、
八
一
頁
。

(
2
1
)
F
r
a
n
c
e
s
c
o
 S
a
n
s
o
vi
no, 
V
e
n
et
i

a
 ci
t
t

a
 n
o
bi
li
ssi
m
a
 et
 

si
g

n
o
l
a
r
e
 d
e
s
c
ri
t
t

a
 

i

n
 XI
I
I
!
 li
b
ri
,
 

V
e
n
e
zi
a, 1
5
8
1
,
 p. 1
2
3
 v. 

(
2
2
)
S
e
b
a
st
i

a
n
o
 E
ri
z
z
o
,
 
D
i

s
c
o
r
s
o
 s
o
p
r
a
 le 
r
n
e
d
ag

li
e
 a
nt
i

c
h
e
,
 
c
o
n
 l
a
 

p
a
rt
i

c
o
l
a
r
 di
c
hi
a
r
at
i

o
n
e
 d
i
 

m
o
lt
i
 

ri
v
e
r
si
,
 

V
e
n
e
zi
a, 1
5
5
9
,
 p. 2
8
7
.
 

(
2
3
)
Si
n
di
n
g
,
L
a
r
s
e
n
,
 op. ci
t
.
,
 

p. 2
5
6
.
 

(
2
4
)
E
ri
zzo, op. ci
t
.
,
 

p. 2
8
7
.
 

(
2
5
)
E
d
w
a
r
d
 M

ui
r, 
"
I
m
a
g
e
s
 of
 P
o
w
e
r
:
 A
rt
 

a
n
d
 P
a
g
e
a
nt
r
y
 i
n
 R
e
n
ai
s
s
a
n
c
e
 

V
e
ni
ce", 
T
h
e
 A
m
e
ri
c
a
n
 H
i

st
o
ri
cal R
e
vi
e
w
,
 v
ol. 
8
4
,
 
p
p
.
 1
6
,
5
2
;

中
！
平
i
x布

『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
歴
史
海
と
陸
の
共
和
国
』
創
元
社
、

0
一
八
年
、

ー
ニ
四
六
頁
。

(

2

6

)

永
井
、
前
掲
書
、
七
五
頁
。

七
九
頁
。

ー
九
四
頁
。

(
3
5
)
M
a
z
z
o
c
a
,
 op. ci
t
.
,
 

p
p
.
 6
0
2
,
6
2
8
.
 

(
3
6
)
F
r
a
n
c
a
 L
u
g
at
o, 
"
V
e
n
e
zi
a
 c
h
e
 s
p
e
r
a
"
,
 

(eds.), op. ci
t
.
,
 

p
p
.
 5
1
,
5
3
.
 

(

3

7

)

宮

下

、

前

掲

ェ

ネ

ツ

ィ

L
u
g
at
o
 a
n
d
 T
o
ni
ni
 

(

2

7

)

宮
下
、
前
掲
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
』
、
九

(

2

8

)

中
平
、
前
掲
書
、
二
四
四
頁
。

(

2

9

)

青
柳
正
規
『
皇
帝
た
ち
の
都
ロ
ー
マ
都
市
に
刻
ま
れ
た
権
力
者
像
』
中
央
公
論
社
、

一
九
九
二
年
、
三
一
七
ー
三
二
五
頁
。

(

3

0

)

こ
こ
で
、
十
人
会
議
の
間
を
利
用
す
る
十
人
評
議
会
に
政
治
的
基
盤
を
置
い
て
い
た

「
老
人
派
」
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。
彼
ら
が
政
策
と
し
て

重
視
し
て
い
た
の
は
テ
ッ
ラ
・
フ
ェ
ル
マ
ヘ
の
投
資
で
あ
り
、
加
え
て
カ
ン
ブ
レ
ー

同
盟
の
経
験
を
経
て
消
極
主
義
的
で
平
和
を
志
向
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
の
老
人

派
の
考
え
と
新
た
な
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
と
の
間
に
関
連
性
を
見
出
せ
る
。
一
方
、

こ
う
し
た
老
人
派
に
反
感
を
抱
い
て
い
た
の
が
、
新
興
貴
族
を
中
心
と
し
元
老
院
に

基
盤
を
置
く
「
青
年
派
」
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
海
上
交
易
へ
の
回
帰
を

主
張
し
て
い
た
。
詳
し
く
は
以
下
の
書
を
参
照
。
永
井
、
前
掲
書
、
一
七
五
ー

一
八
四
頁
。
ま
た
上
記
を
踏
ま
え
る
と
、
元
老
院
の
間
の
天
井
画
の
一
っ
ャ
コ
ポ
峰

テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
勝
利
》
(
-
五
八
四
年
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、

パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
）
に
お
い
て
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
海
に
ま
つ
わ
る
神
々

か
ら
贈
り
物
を
授
か
る
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

(
3
1
)
B
a
r
di
,
 

op. 
ci
t
.
,
 

p. 6
3
.

本
文
に
は
越
川
氏
に
よ
る
訳
を
引
用
し
た
。
越
川
倫
明

「
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー
ゼ
パ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ネ
タ
（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
平
和
と
繁
栄
）
」
佐
々

木
•
森
田
編
、
前
掲
書
、
四
四
一
頁
。

(
3
2
)
P
a
v
a
n
e
l
l
o
,
 op. ci
t
.
,
 

p
p
.
 8
6
,
8
9
,
 9
1
,
9
2
.
 

(
3
3
)
P
a
v
a
n
e
l
l
o
,
 i
bi
d., 
p
p
.
 8
1
,
0
0
4
 

(
3
4
)鳥越
輝
昭
『
表
象
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
—
~
詩
と
美
と
悪
魔
』

三
0
四
頁
。

二
0
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(
3
8
)
I
s
a
b
e
l
l
a
 M
a
r
e
l
li
,
 

"
H
a
y
e
z
,
 F
r
a
n
c
e
s
c
o
"
 C
a
st
e
l
n
u
o
v
o
 
(ed.), 
op. 
ci
t
.
,
 
p

.

 

8
6
7
.
 

(

3

9

)

ア
ッ
ピ
ア
ー
ニ
は
ア
イ
エ
ツ
に
師
事
し
て
い
た
。

M
a
r
e
l
li
,

"
Ap
p

i

a
ni
,
 

A
n
d
r
e
a
 

j

u
ni
or", i
b
i

d., p
.

 6
6
6
.
 

(
4
0
)
L
u
g
at
o, 
"
U
ni
o
n
e
 di
 

V
e
n
e
zi
a
 all'Italia", 
C
ri
s
a
fulli
,
 

L
u
g
at
o
 a
n
d
 T
o
ni
ni
 

(eds.), op. ci
t
.
,
 
p

p

.

 5
3
,
5
4
.
 

(
4
1
)
Gi
a
n
d
o
m
e
ni
c
o
 R
o
m
a
n
e
l
li
,
 

"
L
a
 G
u
e
r
ri
e
r
a
 delle 
L
a
g
u
n
e
"
,
 i
bi
d., p
p

.

 

9
,
1
7
.
 

(
4
2
)
I
bi

d., p
.
 

10. 

(
4
3
)
I
bi

d., p. 1
6
.
 

畑
中
あ
か
ね
（
は
た
な
か
•
あ
か
ね
）

二
0
二
三
年
神
戸
大
学
文
学
部
卒
業

二
0
二
三
年
＼

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
在
籍
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図1 フィリッポ・カレンダーリオ《ヴェネツィア》 1350
年代、ヴェネツィア、パラッツォ・ドウカーレ

89-



図3 アンブロージョ・ロレンツェッティ《善政の寓意》

部分、 1338-40年、シエナ市庁舎

ヤコベッロ・デル・フィオーレ

アカデミア美術館

-90-



図5 パルトロメオ・ボン《ポルタ・デッラ・カ

ルタ》部分、 1438-41年、ヴェネツィア、

パラッツォ・ドウカーレ

-91 



図8A ジョヴァンニ・バッティスタ。ゼロッ

ティ《世界とライオンの上に座す

ヴェネツィア》 1553-64年、ヴェネ

ツィア、パラッツォ・ドウカーレ

図7A ヴェロネーゼ《ヴェネツィアに

贈り物を与えるユノ》 1554-56

年、ヴェネツィア、パラッツォ・

ドゥカーレ

図9 ゼロッティ《マルスとネプトウルヌスに囲まれるヴェネツィア》 1555年、ヴェネツィア、パラッツォ・

ドウカーレ

-92 



図10 バッティスタ・フランコによるフレスコ画、 1566年、ヴェネツィア、

パラッツォ・ドウカーレ
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図14 パオロ・ヴェロネーゼ《パックス・ヴェ

ネタ》 1579-82年頃、ヴェネツィア、

パラッツォ・ドゥカーレ

図16 ティントレット工房《ヴェネツィアに進んで服従

する属領》部分、 1584年、ヴェネツィア、パラッ

ツォ・ドウカーレ

-94-

図13 ティントレット工房《ヴェネツィア

に進んで服従する属領》1584年、ヴェ

ネツィア、パラッツォ・ドゥカーレ

パルマ・イル・ジョーヴァネ

に冠を授かるヴェネツィア》部分、

1584年、ヴェネツィア、パラッツォ・

ドウカーレ



図18 カミッロ・バッリーニ《父なる神にとりなす聖マル
コとヴェネツィアに栄光を授ける聖ユスティナ》制
作年不明、ヴェネツィア、パラッツォ・ドウカーレ

95 

図17 パオロ・ヴェロネーゼ《パックス・ヴェ
ネタ》部分、1579-82年頃、ヴェネツィ

ア、パラッツォ・ドウカーレ



図21 ドメニコ・ティントレット《ヴェネツィアの前に脆くドージェ、ジョヴァンニ・

ベンボ》 1615年、ヴェネツィア、パラッツォ・ドウカーレ

グレゴリオ・ラッザリーニ《新たに征服した

モレアをヴェネツィアに献上するドージェ、

フランチェスコ・モロシーニ》 1694年、ヴェ

ネツィア、パラッツォ・ドウカーレ
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図23 ポンペオ・ジローラモ・バトーニ《ヴェネツィアの凱旋》 1737年、ノースカロライナ美術館
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図11B ヴェロネーゼ《正義と平和に囲まれる

ヴェネツィア》 1575-77年、ヴェネツィ

ア、パラッツォ・ドゥカーレ

図7B ヴェロネーゼ《ヴェネツィアに贈り

物を与えるユノ》 1554-56年、ヴェ

ネツィア、パラッツォ・ドウカーレ

-98-

図25 古代ローマのイタリアの擬人像（以下より

引用。 SebastianoErizzo, Discorso sopra 

le medaglie antiche, con la particolar 

dichiaratione di mo/ti riversi, Venezia, 

1559, p. 287.) 

図8B ジョヴァンニ・バッティスタ・ゼロッ

ティ《世界とライオンの上に座す

ヴェネツィア》 1553-64年、ヴェネ

ツィア、パラッツォ・ドウカーレ



99 



図28 アンドレア・アッピアーニ《希望に満ちたヴェネツィア》 1861年、ミ

ラノ、リソルジメント博物館

図30 ジャコモ・カーサ《ヴェネツィアのイタ

リアヘの連合》 1866年、ウーディネ市立

歴史博物館
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ジャコモ・カーサ《ヴェネツィアのイタリアヘの連合》部分、 1866
年、ウーディネ市立歴史博物館
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図33 エットレ・フェッラーリ《ヴィットーレ・エマヌエーレニ世の記念碑》部分、

1887年、ヴェネツィア、スキアヴォーニ埠頭

図34 エットレ・フェッラーリ《ヴィットーレ・エマヌエーレニ世の記念碑》部分、

1887年、ヴェネツィア、スキアヴォーニ埠頭
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